
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０１２０－７８３－７４４ 

素敵な笑顔でスタート！
  

以前から非認知能力についてクローズアップされていましたが、最近、また注目が

集まっているように感じます。以前の学校の通信簿は、各教科「５」など数字でただ評

価が記載されていただけでしたが、今は各教科「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体

的に学習に取り組む態度」の３つの項目に分かれ、それぞれ「◎」「〇」「△」と評価さ

れ、総合的に数字で評定がついています。「知識・技能」「思考・判断・表現」は認知能

力、「主体的に学習に取り組む態度」が非認知能力に該当します。「昔の通信簿とは、違

うなあ」と感じられた方も多いのではないでしょうか？ 

そもそも「非認知能力」とは、簡単に言うと点数で測れない能力であり、目に見えに

くい、やる気、忍耐力、協調性、自制心など「人の心」や「社会性」に関係する力です。な

ぜ、今注目を浴びているかというと、自分を動機づけて高めようとしたり、自分の感

情をコントロールしたりしながら、自分と他者を大切にできる非認知能力の育成が変

化の激しい社会のなかで求められているからです。成果主義と言われながらも、非認

知能力を求められている現代社会であるからこそ「応えられない」「どうしていいか分

からない」など悩まれて当然なのかもしれません。 

幼児期（1～6歳）の遊びは、さまざまな非認知能力を発達させます。「どうぞ」「あり

がとう」のやり取りで芽生える相手を思いやる気持ちや協調性、「もっとやってみた

い」「挑戦して頑張ろう」と前向きな気持ちになる意欲、「できた」という達成感や自

信、「わかった」「楽しい」という喜びを感じる好奇心など、非認知能力を伸ばすきっか

けがたくさんあります。（参照：『あそびかた事典』p.8～9）。 

非認知能力は、環境によって変化する力であるため、大人になっても適切な働きか

けによって高めることができると期待されています。仕事や職場で、幼児期の遊びの

ようなきっかけを多く得られる環境が大切なのかもしれません。 

 参考文献：朝日新聞社 webメディア 寺小屋朝日 for Teachers 星野真澄

（明治学院大学文学部専任講師）より引用 
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ストレッサー  

ストレス要因のこと。心身にひずみを引き起こす外部環境か

らのさまざまな刺激のこと。  

物理的要因（寒冷、騒音等）、化学的要因（薬物や公害物質

等）、生物的要因（炎症、感染等）、心理・社会的要因（職場の人

間関係、社会的立場や責任、将来に対する不安等）に分類され

ます。ストレッサーの調査・評価として、活用されているのが

「ストレスチェック」です。 

 

私にとっての休むとは、時間を気にせず一人で自分の

思いのまま過ごすことです。 

座り心地の良い椅子に座る、庭を眺める、食べたい時

間に好きなものを食べる、眠くなったらうたた寝をする、

ピアノを弾いてみる、聞きたい音楽を聴く、伸びをしなが

ら歩く、ふと気になったことをする自分以外のことを一切

考えない時間です。 

そんな時間を過ごすと、なんだかすっきりして「のんび

り私のペースでやっていこう」とまた思えるのです。 

※受信後、２営業日以内にお返事いたします。 

ナヤミ      ナシヨ 

受付日時：月曜～金曜 10:00～20:００ 

(祝日除く)     土曜 10:00～18:00 
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